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私
の
戦
争
体
験

福
井
県

塚

田

對

岳

私
は
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
三
月
、
当
時
の
福
井

県
今
立
郡
河
和
田
村
の
河
和
田
尋
常
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
後
、
軍
人
に
憧
れ
、
と
く
に
大
空
を
夢
見
る
少
年
で

あ
っ
た
の
で
、
昭
和
十
四
年
一
月
の
早
朝
、
二
十
数
キ
ロ

も
あ
る
雪
道
を
受
験
の
た
め
、
鯖
江
第
三
十
六
連
隊
の
兵

営
ま
で
一
人
で
歩
き
続
け
た
。
こ
の
間
途
中
雪
道
を
、
橇そり

を
引
く
人
一
人
に
会
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
念
願
が
か
な
っ
て
昭
和
十
四
年
十
月
、
東
京
陸
軍

航
空
学
校
に
第
四
期
生
と
し
て
入
校
を
果
た
し
た
。
日
夜

歩
兵
と
同
様
の
猛
烈
な
訓
練
の
連
続
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
九
月
、
同
校
を
卒
業
、
同
十
月
、
所
沢
陸

軍
航
空
整
備
学
校
電
気
工
学
科
入
校
、
同
十
七
年
九
月
、

同
校
卒
業
予
定
が
大
東
亜
戦
突
入
の
た
め
五
月
へ
繰
上
げ

卒
業
に
な
っ
た
。
東
航
校
の
一
年
間
の
訓
練
が
厳
し
か
っ

た
の
で
、
所
沢
で
は
わ
り
あ
い
余
裕
が
あ
っ
て
学
業
に
邁

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
十
七
年
五
月
、
同
校
を
卒
業
、
満
州
の
新
京
（
長

春
）
に
到
着
、
各
部
隊
配
属
の
命
令
を
受
け
る
。
私
ら
は

同
期
生
五
人
と
北
支
の
太
原
に
あ
る
独
立
飛
行
第
九
十
中

隊
ほ
か
二
個
中
隊
の
あ
る
部
隊
に
配
属
に
な
っ
た
。
同
日

陸
軍
兵
長
に
進
級
、
部
隊
は
下
士
官
と
兵
隊
が
数
人
し
か

い
な
い
留
守
部
隊
で
、
本
隊
は
中
支
の
南
昌
に
て
浙

作

戦
に
参
戦
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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約
一
週
間
程
し
て
本
隊
よ
り
前
進
せ
よ
と
の
命
令
が
あ

り
、
列
車
で
上
海
へ
、
こ
こ
か
ら
揚
子
江
（
長
江
）
を
上

が
り
九
江
ま
で
至
り
、
こ
こ
か
ら
列
車
で
南
昌
駅
に
到
着

し
た
。
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
で
飛
行
場
ま
で
行
く
。
そ
の
道

中
で
見
た
地
上
部
隊
は
髪
は
ぼ
う
ぼ
う
、
こ
の
世
の
者
と

は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
姿
で
一
人
二
人
と
後
退
し
て
く
る

の
を
見
た
時
、
覚
悟
は
で
き
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
戦

場
だ
な
と
、
武
者
震
い
を
感
じ
た
。

部
隊
は
九
九
式
軍
偵
（
襲
撃
機
）
で
、
地
上
部
隊
と
の

協
力
作
戦
が
主
な
任
務
で
あ
り
、
連
日
の
出
撃
で
あ
っ

た
。
中
支
は
六
月
頃
は
雨
期
で
非
常
に
蒸
し
暑
く
、
こ
の

た
め
電
気
系
統
の
故
障
が
多
く
て
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で

あ
っ
た
。
使
用
し
て
い
た
格
納
庫
は
中
国
空
軍
の
重
要
な

基
地
ら
し
く
非
常
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
我
軍
の

爆
撃
に
よ
り
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
残
骸
が
雨
露
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
滑
走
路
も
穴
だ
ら
け
、
兵
舎
も
銃
爆

撃
に
よ
り
雨
漏
れ
が
激
し
く
、
寝
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

病
気
に
罹
か
る
者
が
多
く
な
り
、
そ
し
て
そ
の
頃
に
な
る

と
敵
の
空
襲
も
激
し
さ
を
増
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
漢
口
、
新
郷
の
飛
行
場
な
ど
で
二
カ
月
程
の

協
力
作
戦
が
終
了
、
直
ち
に
関
東
軍
に
編
入
さ
れ
、
満
州

の
八
面
通
に
移
動
、
そ
の
後
、
海
林
、
牡
丹
江
、
東
安
、

ハ
ル
ピ
ン
、
ネ
ン
チ
ャ
ン
等
の
飛
行
場
に
て
耐
寒
演
習
を

か
ね
た
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
明
け
暮
れ
た
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
、
若
干
名
が
選
抜
さ
れ
て
突
然
内

地
帰
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
に
お
い
て

機
種
改
変
（
九
九
式
軍
偵
よ
り
戦
闘
機
）
の
た
め
で
、
私

も
そ
の
一
人
と
し
て
入
校
、
明
野
、
亀
山
両
飛
行
場
で
二

カ
月
程
ず
つ
伝
習
教
育
を
受
け
、
二
月
末
終
了
、
昭
和
十

九
年
三
月
、
再
び
満
州
の
孫
家
に
渡
る
。
同
日
陸
軍
軍
曹

に
進
級
し
た
。

独
立
飛
行
第
九
十
中
隊
は
解
散
し
て
新
し
く
飛
行
第
二

十
九
戦
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
日
夜
猛
訓
練
に
励
ん
で
い

た
。昭

和
十
九
年
四
月
、
南
方
軍
編
入
の
命
が
あ
り
南
方
移

動
で
、
直
ち
に
出
発
。
我
々
は
海
上
を
途
中
輸
送
船
の
中
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で
、
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
の
報
を
聞
か
さ
れ
た
。

サ
イ
パ
ン
島
に
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
徴
兵
で
近
衛
騎

兵
連
隊
に
現
役
入
隊
し
た
兄
上
（
塚
田
国
富
）
が
、
高
級

参
謀
閣
下
と
共
に
、
空
路
昭
和
十
九
年
二
月
サ
イ
パ
ン
島

に
出
陣
し
た
こ
と
を
、
私
が
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
に
い
た

時
、
家
族
よ
り
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
兄
上
も
遂
に
戦

死
を
し
た
か
と
無
念
と
淋
し
さ
が
込
み
上
げ
て
来
た
。
所

沢
と
近
衛
騎
兵
連
隊
は
近
い
の
で
、
一
度
面
会
に
行
き
、

愛
馬
も
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
の
が
最
後
に
な
っ
た
。

台
湾
の
風
屛
に
前
進
、
各
種
の
任
務
に
就
く
。
突
然
中

支
の
武
昌
に
再
度
渡
り
、
後
期
航
空
作
戦
に
参
戦
を
命
ぜ

ら
れ
、
爆
撃
機
の
援
護
等
の
任
に
就
く
。
し
ば
ら
く
し
て

揚
子
江
の
左
岸
に
あ
る
九
江
の
飛
行
場
に
て
防
空
の
任
に

当
た
る
。
こ
こ
で
は
敵
の
優
位
な
電
波
探
知
機
に
翻
弄
さ

れ
た
。
二
式
戦
が
離
陸
間
も
な
く
目
前
で
撃
墜
さ
れ
、
揚

子
江
の
土
手
に
真
っ
赤
な
火
を
噴
き
な
が
ら
二
機
落
と
さ

れ
た
。
友
達
の
よ
う
に
し
て
い
た
戦
友
を
失
っ
た
の
は
悲

し
い
も
の
だ
。
任
務
を
終
え
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
台
湾

の
桃
園
飛
行
場
に
帰
る
。

そ
の
頃
に
な
る
と
沖
縄
方
面
が
主
戦
場
に
な
っ
て
き

た
。
我
が
戦
隊
に
も
当
然
特
別
攻
撃
隊
が
編
成
さ
れ
た
。

比
較
的
若
い
空
中
勤
務
者
が
出
撃
し
て
い
っ
た
。
援
護
機

と
し
て
出
撃
し
た
人
の
話
に
よ
る
と
、
猛
火
の
中
を
何
一

つ
恐
れ
る
こ
と
な
く
目
標
に
向
か
っ
て
突
進
し
て
い
っ

た
。
実
に
見
事
な
最
期
で
あ
っ
た
と
目
に
涙
を
た
め
話
さ

れ
た
。

直
ち
に
比
島
前
進
の
命
が
下
る
。
本
隊
は
直
ち
に
出

発
、
私
達
は
台
湾
に
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
い
は
我
に

利
あ
ら
ず
、
本
隊
よ
り
私
に
前
進
せ
よ
と
の
連
絡
が
く
る

の
で
軍
装
を
整
え
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
に
台

中
飛
行
場
に
移
動
し
た
が
、
爆
撃
に
よ
り
破
壊
し
尽
く
さ

れ
使
用
不
能
に
な
っ
た
の
で
郊
外
に
あ
る
秘
匿
飛
行
場
に

て
作
戦
任
務
に
つ
い
て
い
る
間
に
八
月
十
五
日
が
来
た
。

ま
だ
不
安
な
が
ら
も
軍
隊
と
し
て
の
規
律
は
維
持
さ
れ

て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
台
中
よ
り
数
十
キ
ロ
程
離
れ

た
牧
場
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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先
発
隊
と
し
て
、
Ａ
少
尉
（
特
操
出
身
）
一
人
と
下
士

官
（
私
）
と
兵
四
〜
五
人
が
選
ば
れ
て
入
植
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
到
着
し
て
驚
い
た
の
は
牧
場
と
は
名
ば
か
り

で
、
戦
場
で
重
傷
を
負
っ
た
軍
馬
が
、
内
臓
が
と
び
出

し
、
息
も
絶
え
だ
え
の
状
態
で
収
容
さ
れ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
馬
の
病
院
で
あ
っ
た
。
建
物
は
か
な
り
立
派
で
、

二
階
は
物
置
と
牧
草
が
置
か
れ
、
こ
れ
ら
の
取
り
除
き
や

整
理
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
。

四
〜
五
日
程
で
本
隊
が
到
着
、
復
員
ま
で
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
っ
た
。
比
較
的
元
気
な
馬
で
馬
耕
を
し
な
が
ら

自
活
の
道
に
入
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
突
然
、
先
発
隊
長
で
あ
っ
た
Ａ
少
尉

の
姿
が
見
え
な
い
。
八
方
手
分
け
し
て
探
し
た
が
行
方
不

明
で
あ
る
。
半
ば
諦
め
て
い
た
が
、
数
日
後
、
何
と
遠
い

元
の
飛
行
場
に
繫
留
し
て
あ
る
飛
行
機
の
操
縦
席
に
入

り
、
飛
行
帽
、
飛
行
服
を
着
て
こ
め
か
み
に
一
発
短
銃
に

よ
り
自
殺
、
即
死
の
状
態
で
あ
っ
た
。

Ａ
少
尉
は
非
常
に
責
任
感
の
強
い
人
で
、
特
攻
と
し
て

散
華
さ
れ
た
同
僚
に
申
し
訳
な
い
と
自
責
の
念
に
耐
え
き

れ
ず
覚
悟
の
自
殺
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
戦
隊
長
以

下
大
変
悲
し
ん
で
お
ら
れ
た
。

流
言
飛
語
が
と
ぶ
の
で
山
中
に
逃
げ
て
最
後
の
抵
抗
を

と
思
っ
た
が
、
説
得
に
応
じ
て
一
切
の
武
器
を
中
国
軍
に

引
き
渡
し
た
。
中
国
軍
は
非
常
に
好
意
的
で
、
進
駐
し
て

き
た
将
軍
が
日
本
軍
の
参
謀
に
「
あ
な
た
方
は
立
派
な
服

を
着
て
い
る
ね
」
と
苦
笑
さ
れ
た
と
か
。

そ
の
後
、
牧
場
等
で
自
活
を
し
な
が
ら
昭
和
二
十
一
年

二
月
末
、
鹿
児
島
に
上
陸
復
員
帰
郷
し
た
。

平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
、
高
年
大
学
に
入
り
、
図

書
室
で
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
の
本
を
二
冊
借
り
て
読
ん
で
い

る
う
ち
に
飛
行
第
二
十
九
戦
隊
の
記
事
が
あ
り
、
今
ま
で

戦
記
物
の
本
を
読
ん
で
は
い
た
が
、
五
十
数
年
前
生
死
を

共
に
し
た
わ
が
戦
隊
の
記
事
を
目
に
し
た
時
は
、
し
ば
ら

く
涙
が
溢
れ
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
年
令
で
、
十
六
歳
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
、
青
春

時
代
を
軍
隊
で
過
ご
し
、
命
懸
け
で
戦
っ
て
き
た
。
今
は
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老
骨
に
鞭
打
っ
て
余
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

戦
争
体
験
記
執
筆
者
の
塚
田
氏
の
所
属
は
、
独
立
飛
行

第
九
十
中
隊
で
、
本
隊
は
中
支
南
昌
に
て
浙

作
戦
に
参

戦
中
と
あ
る
。
部
隊
は
九
九
式
偵
（
襲
撃
機
）
で
、
地
上

部
隊
と
協
力
作
戦
が
主
任
務
で
あ
っ
た
。

浙

作
戦
は
「
セ
号
作
戦
」
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
十
七

年
四
月
十
八
日
の
い
わ
ゆ
る
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
の
日
本
本
土

空
襲
機
が
、
着
陸
を
予
定
し
て
い
た
衢
州
飛
行
場
を
は
じ

め
浙
江
省
の
敵
飛
行
場
を
覆
滅
す
る
た
め
、
急
遽
、
十
一

軍
・
十
三
軍
を
も
っ
て
杭
州
付
近
か
ら
攻
勢
、
第
十
三

軍
・
六
個
師
団
、
第
十
一
軍
三
個
師
団
を
も
っ
て
、
五
月

末
、
杭
州
・
南
昌
付
近
か
ら
攻
勢
を
開
始
、
遠
く
、
衢

州
、
玉
山
・
麗
水
等
の
飛
行
場
を
覆
滅
し
浙

線
を
打
通

す
る
と
共
に
、
軌
条
そ
の
他
の
各
種
軍
事
資
材
を
押
収
、

後
送
し
、
八
月
半
ば
頃
か
ら
反
転
を
開
始
し
、
九
月
末
に

終
わ
る
作
戦
で
あ
る
。

部
隊
は
九
九
式
軍
偵
（
襲
撃
機
）
で
地
上
部
隊
と
の
協

力
作
戦
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
。
中
国
軍
の
格
納
庫
は
重

要
な
基
地
で
非
常
に
立
派
な
物
で
あ
っ
た
が
、
我
が
空
軍

の
爆
撃
に
よ
り
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
。

塚
田
氏
た
ち
は
若
干
名
が
選
抜
さ
れ
、
内
地
帰
還
を
命

ぜ
ら
れ
、
明
野
陸
軍
飛
行
場
で
伝
習
教
育
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
台
中
飛
行
場
に
移
動
し
た
が
、
秘
匿
飛
行
場
に
て

作
戦
任
務
に
つ
い
て
い
る
間
に
八
月
十
五
日
、
終
戦
の
日

を
迎
え
た
。

ま
さ
に
、
青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
ろ
う
。
特
別
攻
撃
隊

が
編
成
さ
れ
、
そ
の
援
護
隊
と
し
て
の
航
空
隊
で
あ
り
、

そ
の
援
護
機
隊
の
一
員
で
あ
る
立
場
か
ら
は
、
特
に
軍
隊

と
し
て
の
規
律
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

四
、
五
日
後
本
隊
が
到
着
し
復
員
ま
で
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
っ
て
自
活
の
道
と
し
て
馬
で
畑
を
耕
作
し
て
い

た
。
そ
の
時
、
先
発
隊
長
で
あ
っ
た
Ａ
少
尉
が
、
数
日

後
、
或
る
飛
行
場
に
あ
っ
た
飛
行
機
の
操
縦
席
で
、
飛
行

帽
、
飛
行
服
を
着
て
、
短
銃
に
よ
り
自
決
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
各
飛
行
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。

特
攻
と
し
て
散
華
さ
れ
た
、
同
僚
・
後
輩
に
対
し
「
申
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し
訳
な
い
」
と
の
自
責
の
念
に
耐
え
ず
、
覚
悟
の
自
決
で

あ
っ
た
ろ
う
。
少
尉
の
死
に
対
し
、
隊
長
、
同
輩
、
部
下

は
大
変
悲
し
ん
で
お
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
少
尉
の
死
を
見
て
、
あ
る
い
は
流
言
飛
語
の
飛
ぶ

中
で
、
山
中
に
入
っ
て
最
後
の
抵
抗
を
と
、
筆
者
も
思
っ

た
と
い
う
が
、
当
時
、
あ
の
環
境
の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
者
が
、
抗
戦
・
自
決
を
一
度
は
考
え
た
と
思
う
。

終
戦
後
の
抑
留
生
活
、
特
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
好

意
的
な
待
遇
で
あ
っ
た
。
終
戦
翌
年
、
鹿
児
島
に
上
陸
・

復
員
・
帰
郷
し
た
と
い
う
が
、
当
時
の
年
令
、
十
六
歳
か

ら
二
十
三
歳
ま
で
、
青
春
時
代
を
軍
隊
で
過
ご
し
た
体
験

は
、
恐
ら
く
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
体
験
で
あ
り
、
こ
の
体
験

こ
そ
が
、
敗
戦
後
の
日
本
を
現
代
の
平
和
日
本
に
仕
上
げ

た
と
思
う
。

忘
れ
得
ぬ
飛
行
兵
の
思
い
出

愛
媛
県

保

田

基

一

忘
れ
得
ぬ
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
未

明
に
、
真
珠
湾
攻
撃
で
大
東
亜
戦
争
の
口
火
が
き
ら
れ

た
。
当
時
、
私
は
旧
制
愛
媛
県
立
吉
田
工
業
学
校
の
電
気

科
三
年
の
時
で
あ
っ
た
。

毎
日
毎
日
、
海
軍
航
空
隊
の
戦
果
が
勇
ま
し
く
報
道
さ

れ
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
か
ら
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス

の
超ちょう弩ど
級きゅうの
東
洋
艦
隊
の
戦
艦
を
二
隻
撃
沈
す
る
な
ど
、

こ
ん
な
威
力
あ
る
海
軍
航
空
隊
の
軍
人
と
は
、
ど
ん
な
人

た
ち
か
と
少
年
期
の
私
は
非
常
に
関
心
を
も
ち
、
飛
行
機

乗
り
を
熱
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
町
役
場
に
海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練

習
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
早
速

調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
四
年
一
学
期
終
了
程
度
の

学
力
が
基
準
と
の
こ
と
で
、
後
の
半
年
間
で
学
科
を
勉
強
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